

２００Ｘ年Ｘ月Ｘ日

PMＡJ SIG推進部会長殿

SIG新設提案書（ドラフト）

PMAJ　ＸＸＸＸＸＸ（氏名）

1． 新設提案SIG名

「システム・インテグレーション（SI）＆ソリューション・プロジェクトのプロジェ

クトマネジメント手法に関するベンチマーキング」

2． 提案者(発起人)

ＸＸＸＸ
　　　　　
ＸＸＸＸ　（PMAJ職名・氏名・所属会社名）

ＸＸＸＸ


ＸＸＸＸ　（同上）

何名でも可

【メンバ選定依頼中】

　　　　　　　　　　　　　　ＸＸＸＸＸＸＸ（企業名）　

ＸＸＸＸＸＸＸ（企業名）

ＸＸＸＸＸＸＸ（企業名）

ＸＸＸＸＸＸＸ（企業名）

ＸＸＸＸＸＸＸ（企業名）

３．活動の目的

ITベンダーによるＳＩ＆ソリューション・プロジェクトは、（大局的にみれば）市場規模が年々拡大するなかで、事業環境も変貌し、成功プロジェクトと失敗プロジェクトの格差が広がる傾向がある。例えば、プロジェクト運営に大きく影響を与える要因には次のような項目がある。

· 取り扱い案件数の増加と、プロジェクト管理要員の育成速度のアンマッチ

· 新ビジネスモデル創出と結びついたシステム構築プロジェクトが多く、難度の高い要求定義設定

· IT技術にキャッチアップしながらのプロジェクト遂行

· 競争原理とIT技術環境に由来する短納期要求

· 関与するステークホルダーの多様化（顧客、同業ベンダー、協力ベンダー、ビジネス系コンサルタント、等）による、多様なPM手法・手順のハーモナイゼーションの困難さ

ITベンダー各社は、これまで主として自社内でプロジェクト計画・管理（PM）体系・手法を構築し実施してきたが、今世紀の主流となる、オープンなシステム構築環境やコラボレーションが日常茶飯事となる情勢を踏まえると、ITベンダーのPMAJ会員有志がPMAJのSIGとして集い、他社のPM体系・手法と自社のものを相互学習し、あるいは、IT系プロジェクトで世界主流のPM手法の我が国での適用に当たっての留意点を整理し、ひいては、他の業種のPM体系・手法例に学ぶなどの、共同ベンチマーキング活動を行い、その成果を会員サークルにフィードバックすることによってＳＩ＆ソリューション・プロジェクトの生産性向上を図ることを目指す。

3． 活動内容（案）

IT企業のＳＩ・サービス部門所属のPMAJ会員有志が集い、次のようなPM経験・手法・情報のシェアリングを行う。

第1段階

· SIG運営方針の確認

· ＳＩ＆ソリューション・プロジェクトのPMに関する業界共通的な課題の整理

第2段階

· 業界共通的な課題に対する相互情報交換、ベンチマーキング活動。対象は、たとえば、
· ＳＩ＆ソリューション・プロジェクトのPM体系全般（自社開発体系、ＳＬＣＰなどIT固有の手法、PMＢＯＫなどの、一長一短）
· システム構築メソドロジーとPM体系の関係（一体化ｖｓ切り分け）
· ＳＩ＆ソリューション・プロジェクトのＷＢＳの在り方
· パフォーマンス測定のパラメータ、測定頻度、測定者、報告先など
· 見積もり手法
· 各種PMレポート・フォーマット
· PM成果の定量評価の方法、プロジェクト記録の採取・リサイクル方法（何を尺度にサマライズするか）とナレッジ・レポジトリーとしての活用の仕方

第3段階

· ＳＩ＆ソリューション・プロジェクトのPMＯに関する研究

· PMＯの形態

· PMＯの担当業務

· ラインのプロジェクト組織とのWin-Win 関係の築き方

· PMＯによるPM系人材育成の実態と今後の課題

· PMＭへの適切な対応の仕方

第４段階

· 業界で共有できるPM手法要素、フォーマットなどの探索

4． 活動成果のPMAJへのフィードバック

　次のような方式を考える。

1 活動状況、中間成果短針などのPMAJジャーナル、オンラインジャーナルへの発信

2 同じく、月例会Ｂでの発表

3 ある程度まとまった活動成果の年次PMシンポジウムでの発表

4 段階ごとの活動報告書の作成

5． 活動期間

とりあえず2年程度を考える。

6． メンバーの募集方法と運営ポリシー

（１）メンバー募集方法

· PMAJ　ＨＰを通じての公募とSIGメンバーとなった方の紹介

· メンバーは基本的に、ITベンダー所属の方で、次の条件を満たす方

· 上記活動内容のどれかにインプットを提供できる方　

· 活動の記録を文書化するなど、SIGの運営に貢献できる方

（２）運営ポリシー

· SIG会合は月1回、発起人が合意した夜の時間帯に開催とし、中間の意見交換などはe-Mail またはPMAJのグループウェアを使用してで行う。会合はENAA並びにSIGメンバーで会議室を提供できる企業を巡回して行う。

· 運営はメンバー間の Give & Take 原則に基づく。

· 情報交換に当たっては、企業機密保護の原則に抵触しないよう留意する。

· 折に触れてSIG外の知見のある方を招いて創発セミナー・ワークショップを開催する。

7． PMAJにとってのメリット

· PMAJ会員の過半数を占めるIT業界の会員が集って、共通のPM関心事について掘り下げた研究活動を行うことで、PMAJへの求心力を高める。

· このようなSIGの存在によりPMAJの会員獲得へのＰＲ効果が期待でき、また産業界へのPMAJのアピールとなる。

８．予算措置

　次のとおり申請致したい。

２００Ｘ年度

①　

②　

③　

　　　　合計　　　　円

申請できる経費

· 諸経費（複写費、雑費）

· 会議費（お茶代に限る）

· PMAJ会員に公開する教材、有料セミナー開催のための教材の印刷・製本費

· 同上に関する若干の原稿料（委員手当ては厳禁）

· 研修費（外部講師への一回３万円を限度とした謝金、成果物作成のための年１回の合宿研修費など）

以上

サンプル





SIG準備会の結成





SIG新設提案書





PMAJ理事会で審議・承認





SIG発起人で提案書の起案等を作成する準備会を結成する。





SIGメンバーを募集





SIG発足の報告





SIG活動期間中の定期報告





SIG活動完了報告





目的、目標（最終成果物）、内容、組織、募集人員、スケジュール、予算、成果の展開の計画などを盛り込む。


提出先はPMAJ　SIG推進部会長





予算化する場合には、PMAJ理事会で承認が必要。PMAJ・PMAJ会員に便益がもたらされるかを審議し承認あるいは却下します。


そのため趣意書他求められる資料を提出します。





承認の場合





PMAJホームページ・会員同報メールなどの手段を通じて、趣意書・メンバー募集文を会員あて広報する。（例会参加者にSIGへの参加をPRする。）応募先は発起人代表とする。





メンバーがある程度集まった時点でSIGをスタートさせる。SIG発足は幹事会報告事項となるためSIG推進部会長、に発足の報告をする。





趣意書・計画書のスケジュールを守りSIG活動を継続いただくと共に、定期的（年１－２回）状況を例会部会にご報告する。





趣意書・計画書の目標である活動成果を添付してSIG活動完了報告書をPMAJに提出する。





SIG活動成果の展開





活動成果をPMAJ会員に普及する。手段は内容に沿ったもので実現可能なものとする。例会（定例フォーラム）での発表、PMAJホームページ、PMAJジャーナル、その他刊行物、公開講座、シンポジウムなど。





2005年11月22日





SIG立ち上げ及び活動手順
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